
昭
和
お
・

お
年
に
お
け
る
国
語
学
界
の
展
望

方

西

仁ゴ

口

こ
こ
で
云
う

「
丙
部」
と
は 、
近
畿・
中
悶・
四
国
地
方
で
あ
り 、

に 、
富
山・
石
川・
福
井
の
三
県
を
加
え
た
も
の
で
あ
る 。

さ
い
き
ん
二
年
間
の
最
大
の
収
獲
と
し
て 、
『
方
言
学
講
座』
(
全
四
巻)
|

東
京
堂
刊
ー

が
あ
る 。
そ
の
第
三
巻
が 、
『
西
部
方一
言』
篇
(
昭
お・
4)
で

あ
る 。こ

の
講
座
に
関
し
て
は 、
本
「
展
望」

グ
全
国
概
観d
で
も
ふ
れ
ら
れ
る
こ

と
で
あ
ろ
う
し 、
今
ま
で
に
も
数
多
く
の
書
評・
紹
介
が
苦
か
れ
て
い
る
の

で 、
こ
こ
で
は
す
べ
て
省
略
す
る
が 、
「
新
方
言
学
の
体
系
に
よ
り 、

方
言
学

界
の
高
い
水
準
を
示
し
た
も
の」
と
い
う
の
が 、
書
評・
紹
介
の一
致
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る 。

以
下 、
諸
種
の
論
文・
著
作
を
紹
介
す
る
の
に 、
発
表
年
月
に
よ
ら
ず 、
扱

わ
れ
る
方
言
の
位
置
に
従っ
て 、
北
か
ら
南へ
移
る
こ
と
に
す
る 。

ま
ず 、
富
山
県
に
つ
い
て
は 、
富
山
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
『
富
山
県
方
言

集
成
稿』
(一一)

グ
イ・
ゥ・
エ
-

オ
の
部H
(
昭
お
・
2)
が
あ
る 。
こ
れ
は 、

(一
)

w
ア
の
部d
(
昭
M
-
4)
に
続
く
語
葉
集
で 、
児
童・
生
徒
の
言
語
調

査
に
つ
い
て 、
同
委
員
会
が 、
調
奄
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る 。
内
容

は 、
各口問
詞
に
わ
た
っ
て
い
る
が 、
接
尾
語・
句
な
ど
も
入
れ
て 、
一
語一
一請

に
番
号
を
付
し
て
い
る 。
イ
の
は
じ
め
が 、
八一一一
か
ら
始っ
て
い
る
か
ら 、

ア
は 、
八
二
O
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
る 。

配
列
を
三
段
に
し
て 、
上
段・
方
言
形 、
中
段・
そ
の
意
味
(
使
用
層
も) 、

下
段
に
「
参
考」
と
し
て 、
ア
ク
セ
ン
ト

を
示
し
て
い
る 。
カ
行
以
下
山仏 、
お

方

山

邦

男

名

て了

れ

そ
ら
く
続
刊
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う 。

『
能
登
半
島
光
端
部
の
方
言
分
布』
馬
場
宏古口
(
表
紙
に
は一
九
五
八
年
と

あ
る
が 、
見
返
し
に
は一
九
六
O
年
と
な
っ
て
い
る) 。
同
氏
が 、
九
学
会
連

合
の
能
登
河
本川
に
刺
激
さ
れ
て 、
約
十
年
間
に
わ
に
る
河
資
研
究
を
ま
と
め
た

も
の 。
①
能
な
半
島
先
端
部
に
つ
い
て

||
詳
細
な
地
図
と
地
煎・
社
会
的
条

件 。
②
方
言
分
布

||
三
四
諮
に
つ
レ
て
地
図
と
と
も
に一ポ
す 。
③
方
言
地
区

誌

||
方
言
に
よ
り一

九
の
地
区
に
分
け
る 。
④
方
言
分
布
相

|||
方
言
区
画

と
し
て 、
一
O
の
諸
分
布
に
よ
り 、

岡
地
を
東
南
に 、
九
の
語
分
布
に
よ
り

南

北
に
分
割
す
る 。
⑤
語
数・
語
法
詳
説

||草川
の
縫い
説・
文
法・
用
例・
地

点・
ア
ク
セ
ン
ト

比
較
表
を
示
し
た
も
の 。

順
序
と
し
て
は 、
福
井・
滋
賀
に
移
る
べ
き
だ
が 、
こ
の
両
県
に
つ
い
て
の

二
年
間
の
論
文
は
未
見
の
た
め 、
京
阪
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る 。

三
十
四
年
十
月
号
『
国
語
と
国
文
学』

JA
世
後
期
の
上
方誌md
で 、
鳥
田

勇
雄
氏
が
「

H
で
す
H
は
土
着
説
で
あ
る
||

前
田
勇
氏
は
際
準
語
移
人
説」

と
述べ
た
の
に
対
し
て 、
前
田
勇
氏
の
「
京
阪
の
『
で
す』
際
準
誘
移
人
説

||土
着
説
に
容
え
る

||」
(『
国
語・
国
文』
昭
お
・
4)
が
あ
る 。

こ
れ
は 、
近
世
の
「
で
え
す」
と 、
現
代
の
「
で
す」
と
の
結
び
つ
き 、
と

い
う
こ
と
に
な
り 、
さ
ら
に 、
前
田
勇
氏
の
「
近
世
上
方
議
『
で
え
す』
に
つ

い
て」(『
国
語
・

国
文』
昭
お・
日)
に
続
い
て
い
る 。
こ
の
両
氏
の
も
の
は 、

国
語
史
の
方
に
入
れ
る
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
が 、
方
言
と
近
世
話

の
両
方
に
ふ
れ
る
も
の
に 、
鳥
田
勇
雄
氏
「『
お
行
き
る』
と
い
う

云
い
方
の
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由
来
に
つ
い
て」
(『
国
文
論
叢
8

-ーー
神
戸
大
学

||1
昭
お
・
5)
が
あ
る 。

岡
崎
市・
松
山
市・
京
都
市
の
方
言
と 、
近
世
資
料
を
中
心
に
し
て
い
る

が 、
言
語
の
ひ
ろ
が
り

方
を
位
相
と
の
関
連
か
ら
見
る
と 、
方一一百
と
し
て
の
ま

と
め
に 、
「
お
行
き
る」
式
が 、
三
つ
の
場
合
を
あ
わ
せ
持っ
て
い
る 。
①
あ

る
穫
の
語
法
が 、
あ
る
程
の
職
業
人
に
よ
っ
て 、
遠
隔
地
に
伝
え
ら
れ
る
場
合

の
あ
る
こ
と
で 、
単
語
の
移
動
は
き
わ
め
て
容
易
で
あ
る
が 、
語
法
の
移
植
は

さ
ほ
ど
容
易
な
業
で
な
い
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た
ら 、
こ
れ
は
興
味
あ
る
事
実

で
お
る 。
②
特
種
社
会
用
語
法
が 、
一
般
社
会
用
語
法へ
と
改
ま
る
場
合 、
特

殊
女
性
語
法
か
ら一
般
女
性
語
法へ
と
い
う

風
に 、
性
別
に
よ
る
条
件
を
ほ
ぼ

残
し
な
が
ら
移
行
す
る 。
①
そ
の
語
法
が 、
ほ
Y
女
性
用
語
法
と
い
う
条
件
の

も
と
に 、
周
辺
地
区
へ
波
紋
状
に
伝
播
す
る
場
合
が
あ
る 。
臼
本
語
は 、
文
明

国
語
の
中
で
も 、
性
別
に
よ
る
言
語
の
相
違
を
も
っ
点
で
特
異
な
言
語
で
あ
る

し 、
そ
の
女
性
用
語
に
深
い
味
わ
い
を
持
つ
も
の
が
あ
る
が 、
そ
う
し
た
も
の

の
中
に 、
こ
の
よ
う
な
経
歴
に
よ
る
も
の
が
あ
る
こ
と 。
つ
ぎ
に 、
言
語
の
ひ

ろ
が
り

方
を 、
語
法
と
の
関
連
か
ら
み
る
と 、
受
け
入
れ
側
の
態
勢
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
変
型
を
受
け
る
こ
と 。
受
け
入
れ
側
が
純
朴
で 、
そ
の
ま
ま
そっ
く
り

引
き
つ
ぐ
場
合
も
あ
る
が 、
何
ほ
ど
か
の
手
直
し
を
加
え
る
こ
と
が
み
ら
れ
る 、

な
ど
と
述
べ
て
い
る 。

前
田
勇
氏
「
現
代
上
方
弁
に
お
け
る一
つ
の
同
居
現
象
に
つ
い
て

||
『
ま

す・
や』
と
『
で
す・
や』

||(『
学
大
国
文
4』

||
大
阪
学
芸
大 、
昭
お

・
2)
は 、
現
代
語
で 、
一
句
中
に
「
タ」
と
「
デ
ス」
は
同
居
す
る
こ
と
が

あ
る
(
ソ
レ
ハ
ダ、不 、
先
方
ガ
ソ
ン
ナ
コ
ト
ヲ
ス
ル
カ
ラ
デ
ス
ヨ)
が 、
マ
ス

と
ダ 、
デ
ス
と
ダ
は
同
居
し
な
い
と
い
う
こ
と
に一
応
な
っ
て
い
る 。
と
こ
ろ

が
上
方
語
で
は
許
さ
れ
て 、
マ
ス
と
ャ 、
デ'
ス
と
ヤ
も
同
居
す
る
(
江
戸
時
代

か
ら
こ
の
7
ス
と
ジ
ヤ
は
同
居
し
て
い
る) 0
7
ス
は
丁
密
語
と
み
ら
れ
る
が 、

じ
つ
は
もっ
と
狭
く
高
度
の
敬
体
に
用
い 、
親
愛
体
に
用
い
る
こ
と
が
出
来
な

い 。
ジ
ャ

は 、
親
愛
休
に
も
憎
侮
体
に
も
用
レ
る 。
だ
か
ら 、
同一
文
中
に
7

ス
を
用
い
る
と 、
ジ
ャ

は
不
安
定
に
な
る 。
7
ス
と
ヤ
な
ら
よ
い 。
お
な
じ
く

東
京
か
ら
デ
ス
を
移
入
し
て 、
デ
ス
・

ヤ
で
親
愛
休
を
あ
ら
わ
す 。

前
田
勇
氏
の
著
書
『
大
阪
弁
入
門』(
朝
日
新
聞
社
刊 、
昭
お・
2)
が
出
た 。

同
氏
の
『
大
阪
弁
の
研
究』
(
昭
M
・
8)
以
後
十一
年
間
の
研
究
調
査
か
ら 、

現
代
大
阪
弁
の
根
本
的
特
性
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
た
も
の 。
前
著
『
研
究』
が 、

血回一批
篇・
語
奨
考
に
多
く
の
頁
を
と
っ
て
い
る
の
に
対
し
て 、
こ
の
替
は 、
語

法
と
近
世
語
と
の
関
係
に
重
点
を
お
レ
て
い
る 。
お
な
じ
く
前
田
勇
氏
の
「
大

阪
弁
の
歴
史
と
特
性」
(『
思
想
の
科
学』
昭
お・
3)
が
あ
る 。
は
じ
め
に

「
近
世
か
ら
現
代へ
か
け
て
の
大
阪
弁
の
変
転
を
文
法
的
に
示
L 、
論
理
世
界

を
越
え
て 、
情
意
世
界へ
と
流
れ
る
メ
l
ン・
カ
レ
ン
ト

を
明
か
に
す
る」
と

あ
り 、

大
阪
弁
の
本
流
は 、
①
論
理
表
現
の
情
意
化
と 、
②
敬
語
表
現
の
簡
素

化
で
あ
る
と
し 、

①
は
格
助
詞
の
省
略
と
活
用
語
の
迂
図
的
表
現
(
寒
う
な
い
↓

寒
い
こ
と
な

い
↓

寒
い
と
と
あ
れ
へ
ん) 、
②
は
京
都
に
較べ
て 、
「
お」
を
省
く
こ
と
が
多

い
な
ど 。

足
立
巻一
氏
「
大
阪
コ
ト

パ
の
非
合
理
性」
(『
思
想
の
科
学』
昭
お
・
3)

は 、
「
論
理
に
ば
か
り
イ
カ
レ
て
い
る
必
要
は
な
い 。
奥
深
い
非
合
理
性
を
巧

み
に
表
出
す
る
大
阪
弁
の
迫
力
を
え
ぐ
る」
と
あ
り 、

「
商
売
は
牛
の
よ
だ
れ」

で 、
ア
キ
ナ
イ
も
大
事
業
も 、
合
理
を
超
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
し
て 、
大
阪

商
人
と
結
び
つ
け
て
い
る 。

問
書
に 、
山
崎
貴
子
氏
「
小
説
の
中
の
大
阪
弁」
小
説
の
中
で
面
白
い
性
格

と
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
の
は 、
大
阪
弁
は
商
業
語
と
し
て
複
雑
登
富

な-一
コ
ア
ン
ス
を
持
ち 、
融
通
無
碍 、
巧
み
な
暖
昧
さ
を
持
つ 、
こ
れ
が
大
阪

商
人
の
コ
ト

パ
と
し
て 、
ひ
じ
よ
う
に
効
果
を
あ
げ
て
い
る 。
そ
の
か
わ
り 、

ラ
ブ
シ
ー
ン
と
心
烈
の
独
白
の
と
き
は 、
大
阪
弁
の
弱
さ
を
感
じ
る 。
末
次
摂

子
「
大
阪
弁
ブ
l

ム」
(
同
書) 、
自
己
主
張
の
つ
よ
い
東
京
弁
に
対
し
て 、
大

阪
は 、
本
質
的
に
命
令
や
ケ
ン
カ
に
向
か
ず 、
共
存
共
栄
の
コ
ト

パ
で
あ
る 。

増
田
幸一
氏
「『
関
西
語』
採
集

||
統
コ
ト

パ
談
義

||」
(『
言
語
生
活』

昭
お
・
5) 、

朝
日
新
聞
全
国
版
に
出
て
い
る
関
西
語
必
例
を
出
し
て
い
る 。
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お
と
ど
し

||
お
と
と
し 、
重
ぐ
る
し
く

111
重
く
る
し
く 、
カ
ガ
シ

ーーー
ヵ

カ
シ 、
カ
ガ
卜

|||
カ
カ
ト

な
ど 。

山
本
俊
治
氏
「
措
定
表
現
lll

大
阪
方
言
を
素
材
と
し
て

||」
(『
国
文
学

孜
幻』

||
広
島
大
学

|| 、
昭
お・
5) 。
同
氏
は 、
事
実
の
関
係
の
判
断

抗日
定
を
指
定
夫
現
と
し 、
次
の
五
つ
の
場
合
を
詳
説
し
て
い
る 。
①
「
ヤ」
を

と
る
単
純
措
定 、
②
指
定
語
を
と
ら
な
い
場
合
の 、
形
容
詞
に
よ
る
性
状
規

定 、
①
措
定
「
ヤ」
の
次
に 、
文
末
助
詞
「、不
ン」
が
来
て 、
川
措
定
の
気
持

を
つ
よ
く
打
ち
出
す
場
合 、
同人る
を
お
す
場
合 、
④
文
末
助
一刻
で
措
定
の
機
能

を
打
ち
出
す 、
川
ワ
系
文
末
詞

|||
自
己
の
判
断・
情
意
中
心
の
見
聞
を
主

張 、
制
ナ
系

||
相
手
に
目
を
向
け
よ
び
か
け
て
行
く 、

①
云
い
き
し

。ll
強

い
指
定
効
果
を
打
ち
出
す 。

和
田
実
氏
コ一品
砂」
(『
兵
鼠
方
言
6』
昭
お
・
2) 、
近
畿
方
言
双
書
第一

附 、
同
名
の
論
文
に
補
筆
し
た
も
の 。
兵
庫
県
高
砂
市
の
老
人
の
会
話
に 、
ア

ク
セ
ン
ト

な
ら
び
に
解
説
を
付
し
て
い
る 。

杉
藤
美
代
子
氏
「
大
阪
に
お
け
る
鼻
濁
音
に
つ
い
て」
(『
音
声
学
会
会
報

即』
昭
お
・
8) 、
大
阪
の
小
中
学
生
千
人
に
つ
い
て
E
音
調
査 、
そ
の
結
果 、

E
発
音
者
は
出
%
に
な
っ
て
い
る 。
ま
た
D
発
育
者
も
読
み
な
れ
て
く
る
と
9

音
が
多
く
出
て
来
る
が 、
は
じ
め
は
g
音
で
あ
る 。
D-
g
発
音
者
と 、
そ
の

母
親
の
出
身
地
と
の
関
係 。
前
田
勇
氏
「
お
よ
そ
お
粗
末
な
近
世
上
方
語
義
の

研
究」
は 、
語
葉
研
究
に
文
献
研
究
が
不
充
分
で
は
い
け
な
い 。
近
世
語
と
の

関
連
で 、
初
歩
的
な
語
義
研
究
が
必
安
だ
と
述べ 、
お
の
語
葉・
句
に
つ
い
て

そ
の
実
際
を
述べ
た
も
の 。

こ
の
「
西
部」
の
地
域
に
研
究
会
活
動
を
し
て
い
る
も
の
に 、
①
三
重
県
方

言
学
会

②
兵
庫
県
方
言
学
会

③
高
知
県
の
方
言
研
究
同
好
会

④
広
島
大

学
の
方
言
研
究
会
が
あ
る 。
そ
の
中 、
①
①
は
定
期
に
会
報
を 、
④
は
年
報
を

出
し 、
②
は
会
報
不
定
期
で 、
研
究
発
表
会
や
方
言
の
書
物
の
合
評
会・
読
者

会
な
ど
を
開
い
て
い
る 。

三
重
県
方
言
学
会
の
会
報 、

言方

『
三
重
県
方
言』
日
号

l|
特
集
赤
目
四
十
八

滝
附
近
の
方
言

||'
(
昭
お・
7) 。
富
森
盛一
氏
「
名
張
赤
目
地
方
の
歴
史

と
こ
と
ば」 。
楳
垣
実
氏
「
赤
目
方
言
お
ぼ
え
書
き」

11
隣
接
地
帯
と
違っ

て 、
連
母
背
は
不
完
全
同
化 。
当
地
は 、
伊
勢
と
い
う
よ
り
も
奈
良
に 。
大
阪

と
い
う
よ
り
も 、
京
都
の
方
に
似
て
レ
る 。
北
村
静
子
氏
「『
イ
タ
ア
コ
』
と

『
ザ
7
タ
レ』」 。
守田
森
盛一
氏
「『
も
ち』
に
関
す
る
赤
目
地
方
の
方一言口」 。
北

岡
四
良
氏
「
葬
送
習
俗
の
但
語

||
と
く
に
穴
婦
人
の
但
語
に
つ
い
て

||」 。

会
田
正
邦
氏
「
赤
白
地
方
の
方一言
語
法
文
例
訳」
は 、
東
条
氏
の
方
言
採
集
手

帖
の
語
法
文
例
の
よ
う
な
形
で 、
川出
文
例
に
つ
い
て
記
し
た
も
の o
g
森
慶一

氏
「
赤
白
地
方
の
方
言
語
実」
約
二
七
O
語 。
中
野
喜
代一
氏
「
阿
山
郡
大
山

田
村
阿
波
地
区
に
お
け
る
助
詞
使
用
の
考
察」 。
格
助
詞

グ
カd
が 、

グ
ヤH

H
ワd
と
な
る
の
は 、
①
主
格
に
な
る
名
詞
の
最
後
の
音
が 、
ア・
ウ・
オ
列

音
で
あ
る
と
き
グ

ワd
に
な
り 、

②
イ・
エ
列品目
で
あ
る
と
き
グ

ヤd
、

③

グ
ンd
の
と
き
グ

ガH
ま
た
は
w

ワH
と
な
る
な
ど 。
北
浦
譲
氏
「
町
こ
と
ば

とム化
こ
と
ば」 。

『
三
重
県
方
言』
日
号

||
特
集・
伊
賀
北
部
方
言

ll
(
昭
お
-

U) 。

中
野
喜
代一
氏
「
伊
賀
こ
と
ば」 o
村
内
英一
氏
「
伊
賀
方
言
語
葉」
は 、
北

間
四
良
氏
の
「
三
重
県
方
言
資
料
集
伊
賀
篇」
の
補
選
と
し
て 、
約
百
諮
を
あ

げ
る 。
佐
藤
旋
男
氏
「
伊
賀
方
言
の
文
末
詞

||
大
山
田
村
馬
野
を
中
心
と
し

て

||」 。
文
末
詞
が
ど
の
よ
う
な
言
語
態
度
を
示
す
も
の
か
を 、
文
例
に
よ

っ
て
述べ
る 。
中
野
喜
代一
氏
「
阿
山
郡
大
山
田
村
阿
波
地
区
に
お
け
る
助
動

詞
使
用
の
考
察」 。
北
村
静
子
氏
「
阿
山
郡
下
友
田
の
方
言
語
法
文
例」 o
m
号

の
倉
田
氏
同
様
印
文
例
に
つ
い
て 、
北
浦
譲
氏
「
上
野
の
敬
語と
お
べ
ん .
ち
ゃ

ら」 。
同
北
浦
氏
「
上
野
方
言
は
勧
音
を
嫌
う
か」 。
上
野
方
言
は
完
全
同
化
し

な
い
で 、
不
完
全
同
化
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る 。

『
三
重
県
方
言』
ロ
号
|

特
集・
松
阪
の
方
言
|(

昭
お
・
5) 。
太
田一
平

氏
に
よ
る
松
阪
の
方
言
概
説・
語
法・
方
言・
詑
語
の
部
が
あ
る 。
「
日
号 、

特
集 、
志
摩
町
越
賀・
和
具
の
会
話」(
昭
お
-

U)

11
鈴
木
敏
雄
氏 。
こ
れ

は 、
老
年
の
男
女・
青
年
の
男
女・
中
学
生
の
会
話
を
と
っ
て
い
る 。
老
人
の
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場
合
は、
年
令
な
ど
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る。
全
文
で
な
く
と
も
よ
い
か
ら、

ア
クセ
ン
ト

がつ
い
て
い
れ
ば
よ
い
と
思
う。

ほ
かに、
佐
藤
成
男氏
「
伊
賀の
文
末
詞」
(『
国
文
学
致
お』
が
あ
る。

笹谷
良
造
氏
「
大和の
間食の
方
言」(『言
語
生
活』
昭お・
日)。
ヒ
ズ

カ
γ、
ケン
ジ
キ、
ホ
l

セ
キ
な
どに
つい
て、
民
俗
語
柔
と
し
ての
解
釈を

し
てい
る。

阿
茶
重
氏
「
島
根県の
言
話
研
究」
(『
郷
土』
5
ノ
9
)

は
未
見。

広
戸
惇
氏
「
中
国
地
方
の
ア
ク
セ
ン
ト
|
言
語
地
理
学
の
立
場
か
ら
l」

(『
音
声
の
研
究
9
』
昭
お
・
2)。
中
園
地
方
四
五
三
地
点の
調査、
と
く
に

ぷえ
化
す
る
語
の
分
布
と
受
化
の
要
因
に
つ
い
てd
は、
次
の
日
項
目
に
つ
い

て
詳
説
し
て
い
る。
①
伏
母
音
に
よ
る
もの。
②
母
音の
無
声
化に
よ
る
も

の。
①
類
似の
語
に
同
化
す
る
もの。
@
類
似の
聴
覚
の
た
め、
同一
の
分
布

を
もつ
もの。
③と口叩な(東
京
的な)
云い
方へ
の
模
倣に
よ
る
もの。
⑥同

音を
区
別
す
る
た
め。
⑦
点
現
効
果を
増
す
た
め
に、
頭
高
と
す
る。
③
平
板

型
と
頭
高
型
と
は
共
存
し
や
す
い。
③
平
素
用
い
な
い
た
め
に、
変
化
す
る
も

の。
⑬
歴
史
的
な
も
の
か、
ま
た
は、
異
な
る
方
向へ
の
変
化。
⑪
京
都
ア
ク

セ
ン
トの
影
響を
うけてい
る
もの。
ほ
かに、
出
雲
地
方の
二
音
節目
類・

五
類の
尾
高
型
につ
い
て
な
ど
六
項
目
が
ある。

広
島
大
晶子
文
学
部
国
語
研
究
室
に
あ
る
方
言
研
究
会
か
ら、
『
研
究
年
報』

第
三
巻(
昭お
)・
第
四
巻(
昭
お)
が
出
版
さ
れ
てい
る 。
第
三
巻
は、
諸

外
国
の
言
語
地
問，晶子
を
述べ
た
も
の
で
あ
る
が、
本
展
望
に
関
係
の
あ
る
の
は

愛
宕
八
郎
康
門也
氏・
神
戸
宏
泰
氏の
「
方
言
地
問
学
演
習
|l
江
田・
能
美
島

方
言
につ
い
て
||l」、

二疋
の
調
査
話相
(
つ
く
し
・

め
だ
か
・

お
手
玉
な
ど

山
語
)

に
よ
っ
て、
同
島の
方
言
分
冊
品川
噌
咋

明
結
し
た
も
の。
方
言
分
派

は、
個
別
事
象
の
分
布
を
さ
し
て
云
う
方
言
分
布
と
は
区
別
さ
れ
る
もの
で、

体
系の
事
象
と
し
ての
方
言
を 、
相
互
対
立の
関
係に
お
い
て
み
る
もの
で
あ

る。
調査
は、
語
詞
中
心
で
あ
る
が、
その
中に
お
の
ず
と、
音
韻・
語
法の

方
面
も
そ
な
わ
る
よ
う
に
し
た
(
惜
し
い、
そ
れ
な
ら
ば、
な
ま
け
る、
作

夜)。
調査の
整理、
方
言事
象の
体
系
的
排
列、
符号の
設
定、
作
図、
読

図
お
よ
び
方
言
分
派
図
の
作
成。
第
四
巻
は
「
特
集
|
瀬
戸
内
海
島
唄
方
言
調

査」。
藤
原
与一
氏
「『
瀬
戸
内
海
全
車
峡
お
よ
び
沿
岸地
方
方言
調査の
課
題

と
方、法」。
瀬
戸
内
海
は、
日
本
議
の
諸
方号一白
地
域
に
と
り
閉
ま
れ
た
地
域
で

ある。
島
と
島
との
相
互
関
係。
相
互
関
係の
あ
り
う
る
さ
ま
ざ
まの
可
能

性。
日
本
本
土
での
国
語
が、
島々
の
制
約
に
よ
る
地
域
状
態の
縮
図
と
して

あ
ら
わ
れ
る。
内
海
調
査を
大
規
模
に
志
し
たの
は
昭
和
お
年
ご
ろ
で、
叩

年

間の
基
本
的
訓
練
と
演
習
に
つ
ちか
わ
れ
た
成
果
で
あ
る。
宝
山
敏
昭
氏・
瀬

戸
口

俊
治
氏
「
瀬
戸
内
海
方
言調査
の
た
め
に、
私
ど
も
は
どの
よ
う
な
準
備

を
し
て
き
たか」
例
1
広
烏県
安
芸
郡
蒲
刈
島
に
お
け
る
共
同
調
査
演
習の
報

告({玉
山)、
例2
広島県
令
橋
島に
お
ける
実
習
調査の
報
告(湖一戸口)」。

こ
れ
は 、
藤
原
氏の
「実
質
的な
共
同
研
究
と
い
う
もの
が、
ど
の
よ
う
に
し

て
実
現
さ
れ
る
もの
か」
と
云
う
こ
との
方
言調査
法
につ
い
て
記
し
た。
愛

宕
八
郎
康
隆
氏・
神
島
武
彦氏
「
島
娯
調査
序報、
その
l、
内
海
東
方の

『
群
島部』
に
関して
(愛宕)、
その2、
内海
西
方の
『大島』
に
関し

て
(
神
島)」。
神
戸
宏
泰
氏・
灘
尾
正
樹
氏
「
沿
岸
部
調
査
序
報、
-
広
島
県

瀬
戸
内
海
沿
岸部
調査
行(神
都)、
沿
岸
詞査の
お
もし
ろ
さ
(淵尾)」。

藤
原
与一
氏
「
洞
戸
内
海
島
唄方
言
点
描
(
放
送
録
音
の
転
写
こ
は、
昭
和

お
年
夏、
N
H
K
の
「
民
話
と
方き
E
の
放
送
の
自
然
会
話
の
部
分、
九
地
点

の
もの
に
つ
い
て、
ア
ク
セ
ン
ト
と
その
翻
釈
と
を
記
し
た
もの。
「
瀬
戸
内

海
島
娯
方
言
調
査
者
座
談ム
こ
昭
和
初
年
夏、
内
海
の
共
同
調
究
参
加
者
の
中、

七
氏に
よ
る
体
験
座
談会。

広
戸
惇
氏
「広
島県
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
分
布」
(『
島
般
大
学
論
集

叩』
昭
お
・
3
)。
全県
同
地
点を
出
語
に
よ
っ
て
調査
し
た
もの
を、
0
と

qυ
 

か
1
と
か
の
記
号
に
よ
れて、
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
して
い
る。

お
な
じ
く
広
戸
惇
氏
「
山
口
県
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
分
布

||
石
見
と

の
関連に
おい
て
||」
(『山
陰
文化研
究所紀要』
昭お・
3)。
山口
県

と
島
根
県
の
組
請
に
よ
る
ア
ク
セ
ン
ト
分
布 。

愛{石
八
郎
出版
怜
「
お
周
心
ま
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ん」

||
讃
岐
の
出
飽
七
ぬ

||
(『
言
語
生
活』
昭
お
・
3) 。
老
女
の
少
女

時
代
に
は 、
文
十本
助
制
と
し
て
女
性
が
「
ノ
l」

を
使っ
て
も 、
口問
位
が
悪
く

な
か
っ
た
が 、
こ
の
数
十
年
間
に 、
「
ノ
l」

は
男
「
ナ
l」

は
女
と
な
っ
て

し
ま
っ
た 。

柳
原
丈
広
氏
「
こ
と
ば
の
変
化

l|
備
後
か
ら
伊
予
に
移
っ
た一
個
人
に
つ

い
て

||」
(『
国
語
研
究
お』
愛
媛
国
語
研
究
会) 。
神
島
武
彦
氏
「
伊
予
魚

島
方
言
に
お
け
る
形
存
釘
の
活
用
形
と
そ
の
用
法」
(『
国
文
学
孜
幻』) 。
連
用

・
終
止・
連
休・
仮
定
形
の
用
例
を
主
と
し
て 、
接
続
形
式
に
つ
い
て
述
べ
た

も
の 。つ

ぎ
に 、
柴
田
武
氏
編
『
方
言
の
旅』
(
筑
摩
書
房 、
昭
お・
9) 。

こ
れ
は 、
N
H
K
闘志間
講
座
で
吹
送
し
た
も
の
を
土
台
と
し
て 、
会
話
を
録

音
し
た
も
の
に
説
明
を
加
え 、
よ
み
物
風
に
し
た
も
の
で 、
そ
の
中
に
山
防
道

|
楳
信一
実 、
山
陰
道
|

広
戸
惇 、
南
海
道
1

楳
恒一
室〈
が
あ
る 。

杉
山
正
世
氏
「
宇
和
島
市
沿
海
地
区
の
ア
ク
セ
ン
ト

に
つ
い
て」
(
愛
媛
大

学
『
国
文
研
究』
昭
お・
3) 。
字
和
烏
沿
海
地
域
で
は 、
東
京
式
ア
ク
セ
ン

ト
が
近
畿
ア
ク
セ
ン
トへ

変
化
す
る
過
程
に
あ
る
と
み
て
い
い
ア
ク
セ
ン
ト

が

行
わ
れ
て
い
る
と
云
う
考
察
を
詳
説
し
た
労
作
で
あ
る 。

久
門
正
雄
氏
の
著
書
『
国
語
拾
遺
語
原
考

||
愛
媛
新
居
方
言
精
典

||』

新
紀
元
社 、
昭
お・
印 。
全
問
頁
の
中 、
詩
集
篇
に
刷
頁
を
使っ
て 、
明
治
初

年
代
に
採
録
し
た
新
居
地
方
で
の
語
繋
の
解
説 。
書
名
通
り

語
原
考
で
あ
る

が 、
そ
の
最
高
な
用
例
に
魅
力
を
感
じ
る 。
ほ
か
に 、
調
査
備
考・
文
法
摘

記・
明
治
初
年
代
新
居
郡
町
村
別
略
図
を
あ
げ
て
い
る 。

さ
き
に
記
し
た
高
知
県
の
方
言
研
究
同
好
会
の
会
誌
『
幡
多
方
言
9 、
日』

と 、
そ
れ
が
改
名
し
た
「
土
佐
方
言
1 、
2」
が
刊
行
さ
れ
た 。
『
幡
多
方
言

9』
悶
お
・
3) 。

土
居
重
俊
氏
「
土
佐
方
言
研
究
史」
(
三) 、
明
治
詑
年
刊

『
高
知
市
方
言』
『
長
岡
郡
国
比
佐
村
方
言
集』
な
ど
の
要
点
を
あ
げ 、
著
者

の
誤
記
な
ど
も
し
る
し
て
い
る 。

言1; 

地
方
の
方
言
研
究
史
を
明
ら
か
に
し 、
そ
の
上
に
立っ
て
現
在
の
研
究
を
進

め
る
こ
と
は 、
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う 。

浜
回
数
義
氏
『
幡
多
方
言
語
葉
考
9』 。

ユ
イ
な
ど
口
一訟
に
つ
い
て
の
説
明
と
分
布
図 。
浜
田
数
義
氏「
鹿
持
雅
滋
の
『
幡

多
方
言』
の
解
説」
全
国
方
言
辞
典 、
総
合
民
俗
詩
集な
ど
と
の
比
較
検
討 。

沖
本
英
ギ
氏
「
清
南
方
言
千一
語
物
語」 、
語
葉
必
一語
に
つ
き
民
俗
的
解
説 。

『
幡
多
方
言
凶』
(
昭
お
・
9) 。

藤
原
与一
氏
「
方
言
調
査
の
む
ず
か
し
さ」 。

柴
田
武
氏
「
高
知
方
言
の
音
声
的
特
徴」
M
と
い
う

音 、
語
頭
の
自
に
つ
い

て 。
土
居
重
俊
氏
「
土
佐
方
言
研
究
史(
四)」 。
沖
本
英
平
氏
「、清
南
方
言
千

一
語
物
語
C
C
|

幼
児
語
篇」 。
岡
崎
有
鄭
氏
「
高
知
県
に
お
け
る
『
ホ
ウ

セ
ン
カ』
の
方
言
に
つ
い
て」 、
ッ
パ
ベ
リ

系 、
ト
ピ
ン
ヤ ♂コ
系 、
ノ
ギ
系 、
ベ

ニ
系 、
ホ
ウ
セ
ン
カ
系
だ
け
の
地
方 。
そ
の
他
の
方
言
の
全
県
分
布
図
と
と
も

に 。
木
戸
昭
平
氏
「
方
言
的
雑
種
族
(
随
想)」 。
大
西士心
典
氏
「
十
和
村
方
言

ノ
モ」 。
浜
回
数
義
氏'「
鹿
持
雅
澄
の
『
幡
多
方
言』
解
説」 o
橋
詰
延
樹
氏「
オ

モ
ヲ
シ
と
モ
ル」 。
そ
の
反
響
と
し
て 、
浜
回
数
義
氏
と
三土口
良
氏
の
論 。
桂

井
和
雄
氏
「
関
耳
方
言
手
帖(一)

||
土
佐
こ
と
ば
覚
書

||」 。
小
関
清
明

氏「
二
百
年
前
の
高
知
方
言
資
料

||『
都
都
の
言
葉』
の
紹
介
と
解
説

ll」 。

『
土
佐
方
言
1』

(
昭
お
・
4) 。
土
居
重
俊
氏
「
土
佐
方
言
研
究
史(
五
こ 。

桂
弁
和
雄
氏
「
関
耳
方
言
手
帖(
二) 。
浜
田
数
義
氏
「
鹿
持
雅
澄
の
『
幡
多
方

言』
解
説(
八)「 。
沖
本
提
平
氏
「
清
南
方
言
千一
語
物
語
三乙

||
漁
言
葉

篇」 。
柿
内
実
氏
「(
随
想)
宿
毛
方
言」 。

つ
モ
ウ
シ
と
モ
ア
反
響
ω

ーー

沖
本
提
平
氏 。
制
上
岡
皮
恒
氏 。
的
岡
田
兼
馬
氏 。

「
土
佐
方
言
2」
(
昭
お
・
9) 。

土
居
重
俊
氏
「
土
佐
方
言
研
究由人(
六)」 c

浜
回
数
義
氏
「
鹿
持
雅
澄
の
『
幡
多
方一吉口』
解
説(
九)」 。
沖
本
長
平
氏
「
清

南
方
言
千一
語
物
語(
四)

|1
漁
言
葉
つ
づ
き

||」
「
オ
モ
ヲ
シ
と
モ
ル」

の
反
響

|11
ω
大
井
田
正
行
氏 。
的
仁
井
田
益
穂
氏 。
制
矢
野
菜一
氏 。
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